
第２検討部会 会議録 
会議の名称  第６回 第 2検討部会 

開 催 日 時  平成 19年 10月 12日（金）18時 30分から 20時 30分 

開 催 場 所  川口市職員会館 2階 講座室Ａ 

出 席 者  
（部会長）平副委員長 
（委員）小川委員、大関委員、立石委員、石井（邦）委員、河合委員、 

篠田委員、高橋委員、吉田委員 

会 議 内 容  

■市民と行政との協働のあり方、市民活動に対する行政支援のあり方 
 （前回議論の再整理） 
 ①協働を進めるための行政のあり方 
②市民活動を活性化させるための行政のあり方 
■自治基本条例の性格と範囲 

会 議 資 料  ・協働の視点に基づいた検討事項（予定を含む） 

発 言 内 容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■市民と行政との協働のあり方、市民活動に対する行政支援のあり方 
①協働を進めるための行政のあり方（前回議論の再整理） 
１）広報活動 
（広報の見直しの必要性について） 
・広報活動には、協働について市民の認知度を高めるだけでなく、市民が

自立的にまちづくりに参加するためのきっかけづくりとしての役割を果

たしてもらいたい。 
・各部署が一つのテーマについて、横断的な広報活動を行うことが費用対

効果等の観点から望まれる。 
・既存の広報誌に加えて、インターネットによる広報活動についてもより

積極的に取り組めないだろうか。 
・市内には多数の広報板が設置されているが、もっと効果的な活用はでき

ないか。 
・かつて行政の広報活動には、広聴と広報の２つの機能があったと思う。

しかし、現在では広聴機能が喪失しているように感じており、かつての

広報活動（広聴＋広報）について検討する場がこの場に限らず必要では

ないか。 
２）情報公開 
３）意識改革 
４）組織整備 
５）政策運営 
・行政が自身の持つ特性（対外的な信頼性、権限、広報力、権限の大きさ

など）を自覚する必要がある。行政は市民に対して様々な点で優位性を

有しているのが実状であり、現実的には市民の力を育てた上で市民との

協働を進めることが望ましい。このままでは市民主体の名の下で一方的
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に市民が行政の業務を担いかねないことに危惧を抱いている。 
・市民提案制度の拡充が望まれる。 
・行政がやらなくていい仕事については、市民が希望するのであれば市民

にその業務の移管を行う。 
６）人材育成 
 
②市民活動を活性化させるための行政のあり方（前回議論の再整理） 
１）資金支援 
２）ネットワーク支援 
３）人的支援 
４）行政の協働活動参加 
 
■自治基本条例の性格と範囲 
・他の条例に対して上位に位置する最高法規として、自治基本条例を位置

づける必要がある。 
・現在の状況を踏まえて、短期・中期・長期の目標を時間軸の視点から設

けると、分かりやすい自治基本条例になるのではないか。 
・市民についての定義づけが必要である。 
・市民参画について、自治基本条例に盛り込む必要がある。 
・自治基本条例には、社会的に孤立した人々（社会的弱者）の求心力とな

って欲しい。 
・市民主体を軸として市民が積極的にまちづくりに参加するための意識付

けをおこなうことが望ましい。 
（継続性と変更） 
・中長期的な自治基本条例のチェック体制を構築して、自治基本条例の継

続性を担保することが望ましい。 
・首長の意向によって自治基本条例が簡単に変更されないことが望ましい。 
・変更する必要が生じた場合の取り決めを定めるべきではないか。 
・自治基本条例が制定されると、長期に渡って変更されない条文が出てく

ると思う。そのような条文については、今後解釈に基づいた運用が行わ

れることが想定されるため、逐条解説が必要になると思う。 
（川口らしさ） 
・川口市は県内でも外国人の割合が高く、このことが「川口らしさ」とい

うことができる。このため、自治基本条例では良い面、悪い面を含めて

外国人の組織について検討することが望まれる。 
・川口市らしさを加えることは必要だと思うが、これまでの川口市らしさ

に留まらず、これからの川口らしさについての希望も盛り込んだ方が良

い。 
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・川口市らしさとして、他の地域と比べて活力のある町会に関して自治基

本条例に盛り込んだらどうだろうか。その場合、町会のあり方について

見直す必要が生じるが、例えば防災時の体制や社会的に孤立した人々、

単身者世帯との接点を切り口とした町会の活性化が重要となる。 
・川口市はボランティア都市日本一を目指していることから、ボランティ

アについても自治基本条例に盛り込んでみてはどうか。 
・例えば少子高齢化が進行する中での老人クラブの活用のように今後の社

会変化を踏まえながらこれからの川口市をどうするのか、協働の観点か

ら検討する必要がある。 
 
■関連事項 
（川口市の目指すべき未来） 
・人々が住みたくなるまちに川口市がなって欲しい。 
（市民と議会の関係） 
・町会を育成し、町会を通じた住民と議会の繋がりを強めることが望まし

い。 
 
■次回の議論について 
・川口市はどのようなまちを目指すのか 
 

次回以降日程 
第７回検討部会 10月 29日（月）18時 30分～ 職員会館 講義室 A 
第８回検討部会 11月 12日（月）18時 30分～ 職員会館 講義室 A 
第 9回検討部会 11月 26日（月）18時 30分～ 職員会館 講義室 A 
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